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昼休みの３学⾷堂混雑してるの、
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41. コロナに関する⼤学の対応
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５年間の授業形態の変化(n=88)

対⾯ オンライン オンライン併⽤ 開講せず

社⼯開設科⽬（卒業研究を除く） 計88講義の授業形態の変化

2022年度→2023年度

対⾯授業： 約３倍
オンライン： 半減

昨年度より
⼤学で過ごす学⽣が

増加している

(コマ )

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ
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52. 現状

昨年度より⼤学で過ごす学⽣が増加している

⼤学で昼⾷をとる学⽣も増加する

３学⾷堂の席数はコロナ前のまま

本来の椅⼦の数：126脚
2023/11/7時点：72脚

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ
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63. ⾷堂混雑に関する学⽣の意⾒

とても感じている
39%

感じている
52%

どちらともいえない
3%

感じていない
4%

全く感じていない
2%

3学⾷堂で混雑を感じているか
N=54

91% が混雑を感じている

時間価値の損失

学⽣は・・・

昼⾷機会の喪失

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ

判例を円グラフの中に
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74. 問題点

l すぐに座席を⾒つけられない

l 席を求めてたらい回し

l 昼⾷を⾷べられない

l 昼休み時間のうち、昼⾷にとられる時間が⻑い

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ
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85. 混雑の要因

座席数の減少

デッドスペース
利⽤⽬的の変化・多様化

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ

問題点の羅列をしてから問題提起

⼤学内の学⽣の増加

8
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96. 現状からの提案

ウィズコロナ アフターコロナ
社会

転換期

３学⾷堂に求められるもの・・・

アフターコロナの“新しい形”
RE

NE
WAL

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ
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107. 仮説と⽬標

⼤学内の学⽣増加 無駄なスペース
利⽤⽬的の変化・多様化

人の分散 座席利用の効率化

座席数の減少

⾷堂への⼀極集中 回 転 効 率 の 悪 さ

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ
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118. 過去の演習事例

2010年
社会ジレンマ班

2012年
スマートキャンパス班

2017年
スマートキャンパス班

2022年
5班

着眼点 ピーク時間の混雑緩和 デッドスペース/混雑緩和
ニーズに合った空間作り

回転率・座席稼働率の
向上

混雑解消
収益増加

実施内容

⼼理的⽅略：
ポスター・チラシ・三⾓
柱の掲⽰、配布

構造的⽅略：扉の開放/机
の配置換え/PITSYSTEM

カウンター席
テラス席

ハイテーブルの設置
スピード席
机の配置換え お弁当販売

結果 〇ピーク時間の混雑緩和 〇混雑緩和の傾向
〇混雑感の減少

×全体回転率の変化は
なし

○回転率の向上
利⽤者の増加
×混雑解消

展望 ほかの⾷事場所への導⼊
速いテンポのBGM

他のデッドスペースへの
誘導

新配置の継続
4⼈席にスピード席設置
荷物かごの設置

空き教室の有効活⽤
モバイルオーダー

QR決済

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ
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128. 過去の演習事例

2010年
社会ジレンマ班

2012年
スマートキャンパス班

2017年
スマートキャンパス班

2022年
5班

着眼点 ピーク時間の混雑緩和 デッドスペース/混雑緩和
ニーズに合った空間作り

回転率・座席稼働率の
向上

混雑解消
収益増加

実施内容

⼼理的⽅略：
ポスター・チラシ・三⾓
柱の掲⽰、配布

構造的⽅略：扉の開放/机
の配置換え/PITSYSTEM

カウンター席
テラス席

ハイテーブルの設置
スピード席
机の配置換え お弁当販売

結果 〇ピーク時間の混雑緩和 〇混雑緩和の傾向
〇混雑感の減少

×全体回転率の変化は
なし

○回転率の向上
利⽤者の増加
×混雑解消

展望 ほかの⾷事場所への導⼊
速いテンポのBGM

他のデッドスペースへの
誘導

新配置の継続
4⼈席にスピード席設置
荷物かごの設置

空き教室の有効活⽤
モバイルオーダー

QR決済

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ

12
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138. 過去の演習事例

2010年
社会ジレンマ班

2012年
スマートキャンパス班

2017年
スマートキャンパス班

2022年
5班

着眼点 ピーク時間の混雑緩和 デッドスペース/混雑緩和
ニーズに合った空間作り

回転率・座席稼働率の
向上

混雑解消
収益増加

実施内容

⼼理的⽅略：
ポスター・チラシ・三⾓
柱の掲⽰、配布

構造的⽅略：扉の開放/机
の配置換え/PITSYSTEM

カウンター席
テラス席

ハイテーブルの設置
スピード席
机の配置換え お弁当販売

結果 〇ピーク時間の混雑緩和 〇混雑緩和の傾向
〇混雑感の減少

×全体回転率の変化は
なし

○回転率の向上
利⽤者の増加
×混雑解消

展望 ほかの⾷事場所への導⼊
速いテンポのBGM

他のデッドスペースへの
誘導

新配置の継続
4⼈席にスピード席設置
荷物かごの設置

空き教室の有効活⽤
モバイルオーダー

QR決済

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ
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148. 過去の演習事例

2010年
社会ジレンマ班

2012年
スマートキャンパス班

2017年
スマートキャンパス班

2022年
5班

着眼点 ピーク時間の混雑緩和 デッドスペース/混雑緩和
ニーズに合った空間作り

回転率・座席稼働率の
向上

混雑解消
収益増加

実施内容

⼼理的⽅略：
ポスター・チラシ・三⾓
柱の掲⽰、配布

構造的⽅略：扉の開放/机
の配置換え/PITSYSTEM

カウンター席
テラス席

ハイテーブルの設置
スピード席
机の配置換え お弁当販売

結果 〇ピーク時間の混雑緩和 〇混雑緩和の傾向
〇混雑感の減少

×全体回転率の変化は
なし

○回転率の向上
利⽤者の増加
×混雑解消

展望 ほかの⾷事場所への導⼊
速いテンポのBGM

他のデッドスペースへの
誘導

新配置の継続
4⼈席にスピード席設置
荷物かごの設置

空き教室の有効活⽤
モバイルオーダー

QR決済

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ
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15

弁当販売により座席占有率が増加

8. 過去の演習事例から

机の配置換え
２０１０ 机の配置換え 効果あり！

２０１２ カウンターを⾷堂の奥に設置

利用されにくい

２０１７ スピード席：効果なし
配置換えにより
通路の混み具合の偏りが顕著に

２０２２

継 続

ニーズに合わせた席作り

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ
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169. 現地調査

通路が狭い
→中央の席に座りずらい
→幅の確保が必要

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ

⼊りにくさがわかるように16
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17導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ9. 現地調査(10⽉30⽇撮影)

11:00 11:30 12:00 12:30
昼休み

17

1810. 混雑の定義

⾷堂の混雑

⾷堂滞在⼈数

席数
＝p

p ≥ １： 混雑している

p < 1： 混雑していない

・座席占有率を常に100%未満に
・潜在的待ち⼈数をゼロに

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ

18

1911. ヒアリング調査(学⽣⽣活課奥村様)
ヒアリング内容 〇・△・× 回答
①3学旧⾷堂に新たに店を⼊れる計画はあるか △ 少⼈数の中ではある。ただしまだ⽬処は⽴っていな

い
②キャッシュレス決済を推奨する動きはあるか × 業者さんが各々決めることなので、⼤学側が強制す

ることはできない。
③席の配置を変えることは可能か 〇 迷惑にならないことが条件
④椅⼦の数をコロナ前に戻すことは可能か 〇 ③のレイアウトに合わせて対応、⼈⼿が必要
⑤荷物置きのカゴの設置案があるのだが、カゴは
⼿元にあるか

△ カゴは⼿元にはないが、あれば便利だと思うから要
検討

⑥丸善前の芝⽣にテラス席を設けることは可能か × そのような案も検討していたが、屋根があるところ
がいいし、メンテナンス⾯も考えて3学では厳しい

⑦旧⾷堂に⾳楽をかけることは可能か × 誰もが使える場としては選曲の難しさもあり厳しい
⑧3A棟1Fの旧丸善のスペースのハイテーブルを座
りやすい⾼さの椅⼦に変えることは可能か

× 好んで使っている⼈もいるし、現在使⽤できている
ので優先順位は低い

⑨⾷堂にポスターや三⾓柱を掲⽰したいが可能か × 衛⽣的に許可していない
⑩観測⽤定点カメラの設置は可能か 〇 ぼかし加⼯を⾏い個⼈の特定をできないようにする

なら可能

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ

19

2011. ヒアリング調査

昼休みに教室を飲⾷スペースとして開放す
ることは可能でしょうか

教室での飲⾷は積極的に推奨するもの
ではないが、「各⾃綺麗に使う」こと

を前提に呼びかけるならOK

屋上の利⽤については危険防⽌の観点
から⽴ち⼊りが規制されているので、

昼⾷⽬的の利⽤は厳しい

学⽣⽣活課もコロナ前の環境に戻したいと考えているが実際には
まだ動けていない→現在の学⽣のニーズに合わせた⾷堂利⽤策が必要！

システム情報⽀援室
増⽥様

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ

応答の流れがわかるようbに

提案事項を持ってヒアリング
できるできないを表に メールヒアリングも追加 詳しく

2班

3A棟屋上を昼⾷⽬的等で利⽤することは
可能でしょうか

20
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2112. アンケート調査

調査⽅法：WEBアンケート
調査対象：筑波⼤学の学類⽣・⼤学院⽣
調査期間：2023年11⽉8⽇〜11⽉9⽇
サンプル数：６１（有効回答数５４）

・基本属性（学群・学年・性別）
・３学⾷堂の利⽤の有無
・３学⾷堂の利⽤時間帯
・３学⾷堂の利⽤⽬的
・混雑を感じるか
・混雑時の対処法
・他スペースがあったら利⽤したいか

基本属性（学群）

基本属性（学年） 基本属性(男⼥⽐)

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ

基本属性と同じ⾊で調査項⽬

主な調査項⽬

理⼯学群⽣ ：５５名
⼈⽂・⽂化学群⽣：１名
社会国際学群⽣ ：３名
⽣命環境学群⽣ ：１名
⼤学院⽣ ：１名

21

2212. アンケート結果（再掲）

39%

52%

3%
4% 2%

とても感じている

感じている

どちらともいえない

感じていない

全く感じていない

3学⾷堂で混雑を感じているか
N=54

91% が混雑を感じている

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ

22

2312. アンケート結果
混雑を感じる理由

0

16

19

20

32

32

0 5 10 15 20 25 30 35

該当なし

机は空いているが、イスが⾜りない

席があくまで時間がかかる

⾷堂が狭い

⼈が多い

⼈数分の席がない

席不足・人の多さ に問題あり

N=54

⼈数分の席がない

⼈が多い

(⼈)

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ

何%23

2412. アンケート調査

22

44 45
43

39

29

9

17
14

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

~11:20 ~11:30 ~11:40 ~11:50 ~12:00 ~12:10 ~12:20 ~12:30 12: 30~

3学⾷堂の利⽤時間帯 N=54
(⼈)

昼休み開始5分後からの20分間
ピーク

⼈の分散
滞在時間の短縮

が必要

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ

24
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2512. アンケート調査

23

15

10

5

1

0

5

10

15

20

25

5 4 3 2 1

全く
そう思わない

他スペースを使えるとしたら使いたいか

回答者の

70.4％
からの需要あり

とても
そう思う

(⼈)

空き教室の開放を
実施予定

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ

５と４の合計で％25

26

アンケート調査を踏まえると…

学⽣からは席不⾜と⼈の多さを嘆く⼈が多い！

13. この提案の必要性 導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ

この転換期にニーズに合った対応策をとるべき！

ヒアリングで気づいてないことを⾔う
表現考えよう

人の分散 座席利用の効率化

26

2714. 机の配置変更案

、

机の中央が
デッドスペースに…

現在の配置

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ

座席利用の効率化

27

2814. 机の配置変更案 導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ

・72席から122席へ
①席数を増やす

②机を離して配置
・移動しやすく
デッドスペース減

・各通路800㎜以上+
避難経路1200㎜

(つくば市⽕災予防条例第55条に準ずる )

③⼈が余裕をもって
通れる通路幅

28
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2915. 提案

空き教室の利⽤

空席がない
混雑している

現状
・⾷堂の利⽤をあきらめる
・空くまで待つ

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ

人の分散

・⾷べる場所の増加
・待ち時間の減少
・⼈の分散◎

素敵な未来
・より多くの⼈が⾷堂を利⽤できる
・ストレスが減る！

教室の周知はどうする？ごみ問題にどう対処する？

3学⾷堂から近い4教室の
いずれかを開放予定

29

3015. 提案

席の⽬的別分割

導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ

座席利用の効率化席の⽬的別分割

急いでいる⼈

ゆっくりしている⼈

⾷べるという⽬的は同じ

置かれている状況が違う

のんびり席、スピード席を選べるように！

⾷堂利⽤者

●⽬的別の座席分け
ゆったり席 奥に配置

スピード席 ⼿前のカウンターに設置

ニーズに合った席利⽤の効率化

30

31

l席数を元に戻す
l席配置の変更
l空き教室の開放
l 1⼈席・相席
l⽬的別の座席分け
l事後アンケート

16. 今後の展望 導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ

カメラを３学⾷堂に設置

介⼊前後での
空き教室どこ使う ⽬的別でどう配置するのかを具体的に31

3217. まとめ 導⼊ ⽬的 過去事例 調査 展望 まとめ

回答者の 91％が混雑を感じている

背景 ⽬標

人 の 分 散

座席利用の効率化

調査

・学⽣⽣活課・シス情⽀援室への
ヒアリング
・Webアンケート調査

展望

・カメラ設置による⼈流の観察
・空き教室の利⽤
・机の配置替え

謝辞

学⽣⽣活課 厚⽣担当係⻑
奥村啓様

学⽣⽣活課 学⽣⽀援チーム

岡⽥隼樹様

＠３学⾷堂

システム情報⽀援室

増⽥正裕様

32



2024/1/2

9

33

[1]筑波⼤学,令和5年度授業の実施について,
https://www.tsukuba.ac.jp/about/antidisaster-crisismanagement/covid-19/pdf/student-guidelines-AY2023.pdf
(最終閲覧2023.11.11)

[2] 筑波⼤学社会⼯学類都市計画実習Webサイト,「都市計画実習」「都市計画演習」,
https://www.sk.tsukuba.ac.jp/~toshiw3/WWW/jisshu/jisshu1/report/index.html
(最終閲覧2023.11.11)
[3]筑波⼤学,筑波⼤学キャンパスマップ,
https://www.tsukuba.ac.jp/campuslife/support-campus/pdf/campusmap.pdf

(最終閲覧2023.11.11)
[4] つくば市, つくば市⽕災予防条例,
https://www1.g-reiki.net/tsukuba/reiki_honbun/e019RG00000582.html#e000002940
(最終閲覧2023.11.12)

参考⽂献

33

https://www.tsukuba.ac.jp/about/antidisaster-crisismanagement/covid-19/pdf/student-guidelines-AY2023.pdf
https://www.sk.tsukuba.ac.jp/~toshiw3/WWW/jisshu/jisshu1/report/index.html
https://www.tsukuba.ac.jp/campuslife/support-campus/pdf/campusmap.pdf
https://www1.g-reiki.net/tsukuba/reiki_honbun/e019RG00000582.html

